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通期業績予想と実績との差異に関するお知らせ 

 

2024 年５月 14 日に公表いたしました 2025 年３月期（2024 年４月１日～2025 年３月 31 日）の通期業績

予想と本日公表の実績に差異が生じましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

記 
 

１．2025 年３月期通期予想の修正（2024 年４月１日～2025 年３月 31 日） 

      

  売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想(Ａ) 7,700 380 380 270 346.52 

実    績(Ｂ) 7,899 473 477 369 473.79 

増 減 額(Ｂ－Ａ) 199 93 97 99 ― 

増 減 率(％) 2.6 24.5 25.7 36.7 ― 

(ご参考) 前期実績 
（2024 年３月期） 

7,911 420 426 334 429.38 

 

２．差異の理由 

2025 年３月期の業績につきまして、電力業界ではレベニューキャップ制度が導入されて、再生可能エネルギ

ーの導入拡大への対応や、送配電設備の老朽化対策など、必要な投資を確保しつつも、コスト効率化を図って

いくことを目的として、計画的に取引が行われております。一方、建設業界では物流倉庫やデータセンターな

ど建築需要は依然として高い状況ではありますが、建設コストの高騰や、人手不足、時間外労働規制などの懸

念事項が表面化してきたことで、大型物件の新規受注が控えられている状況となっております。 

このような状況によって、当期の売上高は昨年度と同程度となりましたが、業務改善等による製造コストの

見直しや、製品販売価格への転嫁を進めたことで、営業利益、経常利益、当期純利益は前回予想を上回る結果

となりました。 

 

以 上 


